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■
第
49
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
表
彰
四
社

に
農
林
水
産
大
臣
賞

（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、（
一
社
）

全
国
木
材
市
場
買
方
組
合
連
盟
及
び
（
一
社
）

全
日
本
木
材
市
場
連
盟
は
、
令
和
3
年
1
月
21

日
（
金
）
第
49
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展

示
会
の
受
賞
者
を
決
定
し
、
公
表
し
た
。
当
初

予
定
し
て
い
た
表
彰
式
・
記
念
講
演
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
に
鑑

み
中
止
と
な
っ
た
。
各
受
賞
者
に
は
賞
状
等
が

送
ら
れ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
促
進
展
示
会
及
び
審
査

委
員
会
は
、
昨
年
8
月
か
ら
11
月
ま
で
、
5
地

区
の
会
員
市
場
5
会
場
で
実
施
さ
れ
、
出
品
製

品
に
つ
い
て
、
全
木
連
、
全
市
連
、
全
買
連
と

各
会
場
の
審
査
委
員
等
に
よ
り
厳
正
な
審
査
が

行
わ
れ
た
。
本
年
度
は
、
出
品
工
場
数
47
社
、

出
品
数
量395

㎥
と
、
出
品
工
場
数
、
出
品
数

量
も
昨
年
度
実
績
を
下
回
っ
た
。審
査
の
結
果
、

農
林
水
産
大
臣
賞
4
点
、
農
林
水
産
大
臣
官
房

長
賞
12
点
、
林
野
庁
長
官
賞
16
点
、
主
催
3
団

体
の
会
長
賞
7
点
が
選
定
さ
れ
た
。
各
賞
の
受

賞
者
は
次
の
通
り
。

【
農
林
水
産
大
臣
賞
】

山
下
木
材
株
式
会
社　

製
材
工
場
（
岡
山
県
）

牧
野
木
材
工
業
株
式
会
社　

本
社
工
場
（
岡
山

県
）

株
式
会
社
沓
澤
製
材
所　

製
材
工
場（
秋
田
県
）

有
限
会
社
倉
地
製
材
所　

製
材
工
場（
岐
阜
県
）

【
農
林
水
産
大
臣
官
房
長
賞
】

株
式
会
社
日
田
十
条　
（
大
分
県
）

八
幡
浜
官
材
協
同
組
合
（
愛
媛
県
）

株
式
会
社
オ
オ
コ
ー
チ
（
三
重
県
）

ウ
ッ
ド
リ
ン
ク
株
式
会
社
（
富
山
県
）

外
山
木
材
株
式
会
社
（
宮
崎
県
）

株
式
会
社
東
海
木
材
相
互
市
場
（
愛
知
県
）

伊
藤
林
産
有
限
会
社
（
岐
阜
県
）

大
林
産
業
株
式
会
社
（
山
口
県
）

有
限
会
社
マ
ル
ヒ
製
材
（
岩
手
県
）

鳥
越
工
業
株
式
会
社
（
岡
山
県
）

斎
藤
木
材
有
限
会
社
（
三
重
県
）

協
同
組
合
兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫
県
）

【
林
野
庁
長
官
賞
】

中
国
木
材
株
式
会
社
（
茨
城
県
）

二
宮
木
材
株
式
会
社
（
栃
木
県
）

恵
那
小
径
木
加
工
協
同
組
合
（
岐
阜
県
）

小
林
製
材
株
式
会
社
（
岡
山
県
）

田
村
木
材
工
業
株
式
会
社
（
広
島
県
）

エ
ン
ジ
ニ
ア
ウ
ッ
ド
宮
崎
株
式
会
社（
宮
崎
県
）

協
和
木
材
株
式
会
社
（
福
島
県
）

東
北
木
材
株
式
会
社
（
秋
田
県
）

飛
騨
高
山
森
林
組
合
（
岐
阜
県
）

桑
原
木
材
株
式
会
社
（
岐
阜
県
）

金
子
製
材
株
式
会
社
（
埼
玉
県
）

ラ
ン
バ
ー
や
ま
と
協
業
組
合
（
熊
本
県
）

宮
内
林
業
株
式
会
社
（
宮
崎
県
）

株
式
会
社
佐
藤
製
材
所
（
宮
城
県
）

東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通
協
同
組
合
（
岐
阜
県
）

グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
タ
ク
ミ
協
同
組
合（
三
重
県
）

【
主
催
3
団
体
会
長
賞
】

天
草
地
域
森
林
組
合
（
熊
本
県
）

株
式
会
社
佐
藤
製
材
所
（
熊
本
県
）

上
球
磨
森
林
組
合
（
熊
本
県
）

河
井
林
産
株
式
会
社
（
岡
山
県
）

株
式
会
社
松
島
木
材
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
県
）

株
式
会
社
佐
藤
林
業
（
熊
本
県
）

株
式
会
社
丸
七
ヒ
ダ
川
ウ
ッ
ド
（
岐
阜
県
）

■
第
25
回
全
市
連
国
産
材
需
要

拡
大
製
材
品
特
別
展
示
会
開
催

全
市
連
、
木
曽
木
材
工
業
協
同
組
合
及
び
木

曽
官
材
市
売
協
同
組
合
は
、
1
月
22
日
（
土
）、

第
25
回
全
市
連
国
産
材
需
要
拡
大
製
材
品
特
別

展
示
会
を
開
催
し
た
。
来
賓
は
、
上
練
三
中
部

森
林
管
理
局
長
、大
畑
俊
隆
長
野
県
議
会
議
員
、

中
宿
恵
司
木
曽
地
域
振
興
局
林
務
課
長
、
麥
嶋

照
幸
木
曽
木
材
工
業
協
同
組
合
理
事
長
、
青
木

正
伸
木
曽
森
林
管
理
署
長
ほ
か
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
を
行
う
中
で
の
開

催
と
な
っ
た
。

開
会
に
あ
た
り
主
催
者
を
代
表
し
、
全
市
連

の
鈴
木
善
一
朗
副
会
長
は
「
脱
炭
素
社
会
実
現

に
向
け
林
業
や
木
材
利
用
の
役
割
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
国
産
材
の
良
さ
を
多
く
の
消
費
者
に

理
解
し
て
頂
く
こ
と
が
需
要
。
優
良
材
の
価
値

を
最
大
限
に
引
き
出
せ
る
よ
う
皆
様
方
と
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。」
と
挨
拶

し
た
。
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
の
勝
野
智
明

理
事
長
は
「
長
官
賞
の 
高○ 

○
国○ 

○
人
工
木
曽
ひ
の

き
は
、
天
然
木
曽
桧
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
樹

齢
80
～
１
２
０
以
上
の
年
輪
を
刻
ん
だ
木
目
と

年
輪
の
目
通
り
の
良
さ
が
評
価
さ
れ
た
。」
等

の
審
査
講
評
を
行
っ
た
。
来
賓
の
上
中
部
森
林

管
理
局
長
か
ら
は
「
日
頃
の
御
礼
と
併
せ
て
、

木
曽
ヒ
ノ
キ
及
び
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ

等
の
優
良
材
の
計
画
的
な
供
給
に
努
め
た
い
。

今
年
の
初
市
で
、
全
品
の
お
買
い
上
げ
を
願
い

た
い
」
旨
の
御
挨
拶
を
頂
い
た
。

入
賞
者
は
以
下
の
通
り
。
◇
林
野
庁
長
官

賞 

高○ 

○
国○ 

○
木
曽
桧　

鴨
居
一
式　

の
む
ら
木
材

（
株
）　

◇
長
野
県
知
事
賞　

天
然
木
曽
桧　

柾

平
一
式　
（
株
）
井
上　

◇
中
部
森
林
管
理
局

長
賞　

信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ　

桁　

（
株
）
勝
野
木
材　

◇
全
市
連
会
長
賞　

天
然「初市の様子」 「長官賞受賞材」

全市連のホームページアドレス　http.//www.zennichiren.com
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木
曽
桧　

柾
盤　
（
株
）
野
尻
木
材
工
業
所　

◇
長
野
県
木
協
連
理
事
長
賞　

天
然
木
曽
桧　

板
盤
一
式　

池
田
木
材
（
株
）

式
典
後
の
初
市
に
は
１
４
０
㎥
が
出
品
さ

れ
、
約
60
人
の
買
方
様
が
参
加
し
活
発
な
競
り

が
行
わ
れ
た
。
天
然
木
曽
桧
（
柾
盤
）
5
・
0

ｍ
×
21
・
0
㎝
×
11
・
7
㎝
三
方
無
節
に
２
４

０
万
円
／
㎥
、
天
然
木
曽
桧
（
耳
付
板
）
1
・

5
ｍ
×
60
・
0
㎝
×
13
・
0
㎝
に
１
５
０
万
円

／
㎥
の
高
値
が
付
い
た
。
総
売
上
額
は
、
1
、

２
８
０
万
円
、
平
均
単
価
25
万
6
千
円
と
な
っ

た
。■

国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報

連
絡
協
議
会

令
和
3
年
度
第
2
回
国
産
材
の
安
定
供
給
体

制
の
構
築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報
連
絡
協
議

会
が
、
川
上
か
ら
川
下
に
至
る
幅
広
い
関
係
者

の
参
加
の
下
、
令
和
4
年
1
月
28
日
に
ウ
ェ
ブ

会
議
で
開
催
さ
れ
た
。

議
論
の
概
要
は
次
の
通
り
。

（
各
地
区
か
ら
の
報
告
）

・
北
海
道
地
区
：
素
材
生
産
に
つ
い
て
は
大
雪

の
影
響
の
お
そ
れ
も
あ
る
が
、
例
年
並
み
の
見

込
み
。
製
材
工
場
の
原
木
在
庫
は
減
少
傾
向
、

在
庫
量
等
を
勘
案
し
つ
つ
従
来
の
顧
客
を
中
心

に
対
応
し
、
増
産
は
厳
し
い
。
構
造
用
合
板
の

原
木
確
保
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
。
道
産

材
の
建
築
用
材
シ
ェ
ア
拡
大
に
つ
い
て
は
、
道

庁
と
道
木
連
が
連
携
し
、
ト
ド
マ
ツ
羽
柄
材
に

つ
い
て
製
材
工
場
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
す
る
な
ど

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
原
木
、
マ
ン
パ
ワ
ー
、

乾
燥
設
備
、
既
存
の
利
用
な
ど
様
々
な
課
題
が

あ
り
、
議
論
の
進
展
が
必
要
。

・
東
北
地
区
：
合
板
に
つ
い
て
は
原
木
在
庫
が

約
0
・
3
か
月
分
と
か
な
り
タ
イ
ト
、
働
き
方

改
革
も
あ
り
増
産
は
難
し
い
。
流
通
に
つ
い
て

は
、
素
材
生
産
量
は
コ
ロ
ナ
前
と
変
わ
ら
な
い

の
で
、工
場
か
ら
の
需
要
が
増
え
て
い
る
状
況
。

川
上
か
ら
川
下
全
体
の
話
で
は
あ
る
が
、
生
産

性
を
高
め
る
な
ど
の
対
策
を
考
え
な
い
と
解
決

策
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

・
関
東
地
区
：
合
板
と
製
材
の
丸
太
の
奪
い
合

い
が
起
き
て
お
り
、
合
板
不
足
に
よ
り
住
宅
が

建
た
な
い
の
で
、
柱
材
の
需
要
も
止
ま
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
外
材
の
代
替
と
な
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
材

が
足
り
て
い
な
い
が
、
増
産
す
る
に
は
乾
燥
が

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
。
ま
た
、
素
材
生
産
側
の
人
材

育
成
が
非
常
に
重
要
と
の
認
識
。

・
中
部
地
区
：
世
界
的
に
木
材
だ
け
で
な
く
、

資
源
全
体
が
不
足
し
て
お
り
、
価
格
高
騰
の
連

鎖
が
起
き
て
い
る
。
間
伐
だ
け
で
は
十
分
で
無

く
皆
伐
へ
の
移
行
と
と
も
に
、
人
材
確
保
が
重

要
。
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
林
業
・
木
材

産
業
の
在
り
方
に
改
善
が
見
ら
れ
て
い
る
か
と

思
う
が
、
川
上
か
ら
川
下
の
連
携
は
今
後
も
課

題
と
な
る
。

・
近
畿
中
国
地
区
：
天
候
に
恵
ま
れ
年
末
に
か

け
て
出
材
旺
盛
で
、
選
木
機
能
の
あ
る
市
場
に

多
く
出
材
さ
れ
た
。
原
木
価
格
は
高
値
を
維
持

し
て
い
る
が
、
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
り
山
林

所
有
者
ま
で
恩
恵
が
行
き
わ
た
っ
て
い
な
い
恐

れ
。
南
洋
材
か
ら
の
代
替
も
影
響
し
、
合
板
工

場
は
フ
ル
生
産
。
住
宅
に
お
い
て
は
、
木
材
よ

り
も
住
設
機
器
の
納
期
遅
れ
の
影
響
が
大
き

い
。川
上
か
ら
川
下
の
相
互
利
益
は
大
事
だ
が
、

こ
こ
に
環
境
問
題
が
含
ま
れ
る
と
新
た
な
価
値

を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

・
四
国
地
区
：
秋
以
降
、
出
材
は
順
調
。
国
産

材
の
価
値
が
見
直
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
一
気

に
国
産
材
へ
の
転
換
を
進
め
る
の
は
難
し
い
。

板
は
比
較
的
順
調
に
入
っ
て
き
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
価
格
に
つ
い
て
は
海

上
運
賃
、
接
着
剤
の
高
騰
、
資
源
不
足
な
ど
の

問
題
が
あ
り
、
南
洋
材
価
格
が
下
が
る
要
因
は

見
い
だ
せ
な
い
状
態
。

・
今
ま
で
の
輸
入
合
板
は
マ
レ
ー
シ
ア
産
と
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
が
、

特
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
稼
働
率
が
下
が
っ
て
い
る

影
響
か
ら
、
中
国
か
ら
の
Ｌ
Ｖ
Ｌ
が
製
材
、
梱

包
材
の
代
替
品
と
し
て
同
等
量
を
輸
入
し
て
い

る
。

・
さ
ら
に
輸
入
が
近
年
増
え
て
い
る
の
は
ベ
ト

ナ
ム
産
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
輸
入
量

の
3
半
分
程
度
を
輸
入
し
て
い
る
。

・
合
板
や
住
設
機
器
等
の
入
荷
遅
れ
か
ら
、
価

格
転
嫁
や
工
期
の
延
期
な
ど
の
施
主
と
の
合
意

形
成
に
苦
慮
し
て
お
り
、
着
工
数
の
減
少
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

・
合
板
は
入
っ
て
い
る
が
、
中
小
工
務
店
向
け

の
商
流
に
は
乗
っ
て
お
ら
ず
、
ビ
ル
ダ
ー
等
へ

の
直
送
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

・
住
設
機
器
の
入
荷
遅
れ
や
原
油
高
か
ら
部
材

の
値
上
が
り
が
出
て
い
る
が
、
十
分
な
価
格
転

嫁
が
行
え
て
い
な
い
と
い
う
の
が
工
務
店
か
ら

の
意
見
。

・
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で
は
12
月
に
な
っ
て
受
注

量
が
減
少
し
た
と
す
る
と
こ
ろ
が
生
じ
て
い

る
。
原
材
料
資
材
の
入
手
で
は
、
一
部
の
ア
イ

テ
ム
が
容
易
に
な
っ
た
と
す
る
と
こ
ろ
も
見
ら

れ
る
が
、
合
板
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

（
川
中
、
川
上
の
状
況
）

・
木
質
ボ
ー
ド
類
の
不
足
が
、
プ
レ
カ
ッ
ト
資

材
の
納
期
等
に
影
響
す
る
と
い
う
声
が
、
東
京

の
問
屋
か
ら
出
て
い
る
。

・
国
産
材
の
一
般
材
に
つ
い
て
は
輸
入
材
か
ら

林
道
や
中
間
土
場
の
整
備
や
、
外
国
人
材
を
造

林
に
雇
用
す
る
な
ど
検
討
し
て
い
く
べ
き
。

・
九
州
地
区
：
環
境
意
識
の
高
ま
り
か
ら
国
産

材
を
使
お
う
と
い
う
意
識
に
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、
現
状
の
原
木
価
格
な
ら
再
造
林
で
き
る
レ

ベ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
分
野
を
問
わ
ず
輸
送
能

力
に
課
題
が
あ
り
、
天
候
が
良
く
順
調
に
出
材

し
て
い
る
の
で
山
に
原
木
が
あ
る
が
輸
送
出
来

な
い
状
況
も
あ
る
。
製
材
・
合
板
は
フ
ル
生
産

を
維
持
。
輸
出
は
昨
年
5
月
を
ピ
ー
ク
と
し
て

価
格
下
落
が
続
い
て
お
り
、
量
が
増
え
て
い
な

い
。

（
輸
入
材
の
状
況
、
川
下
の
動
向
等
）

・
現
地
の
北
米
製
品
需
要
は
２
０
２
１
年
第
3

ク
ォ
ー
タ
ー
以
降
に
落
ち
つ
き
だ
し
て
お
り
、

商
品
に
よ
っ
て
違
い
も
あ
る
が
、
２
０
２
１
年

第
4
及
び
２
０
２
２
年
第
1
ク
ォ
ー
タ
ー
に
は

数
量
の
確
保
が
出
来
て
き
て
い
る
。
物
流
に
つ

い
て
は
、
中
国
内
で
1
ヶ
月
滞
留
し
て
い
た
も

の
が
解
消
さ
れ
、
直
近
1
週
間
程
度
で
は
日
本

に
順
調
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
い
つ

ま
で
安
定
す
る
か
は
不
明
。

・
欧
州
材
も
同
様
に
２
０
２
１
年
第
4
、
２
０

２
２
年
第
1
ク
ォ
ー
タ
ー
に
は
数
量
確
保
が
出

来
て
い
る
。
春
先
ま
で
の
数
量
は
需
要
者
側
で

も
予
測
で
き
て
い
る
の
で
は
。

・
米
国
の
住
宅
着
工
が
好
調
な
た
め
、
今
ま
で

日
本
に
来
て
い
た
欧
州
材
が
同
じ
価
格
帯
な
ら

2
×
4
材
と
し
て
米
国
向
け
に
出
材
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
、
懸
念
材
料
と
言
え
る
。

・
中
国
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
春
節
、
不
動
産

問
題
も
あ
り
荷
動
き
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
。
今

後
ロ
シ
ア
原
木
が
一
層
入
り
に
く
く
な
る
た

め
、
日
本
向
け
の
欧
州
材
が
中
国
に
運
ば
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。

・
合
板
不
足
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
南
洋
材
合
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・
持
続
可
能
な
森
林
経
営
に
必
要
な
再
造
林
の

た
め
、
山
本
へ
の
利
益
還
元
の
取
組
が
必
要
。

（
全
体
）

・
製
品
価
格
が
上
が
っ
た
た
め
製
品
生
産
は
増

え
る
と
期
待
し
て
い
た
が
、
見
込
み
ど
お
り
に

は
増
え
て
い
な
い
。
川
中
の
人
工
乾
燥
設
備
の

増
強
や
規
模
拡
大
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
が
、

簡
単
に
は
増
や
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
素
材
生

産
に
関
し
て
は
、
合
板
不
足
を
踏
ま
え
る
と
原

木
の
増
産
も
必
要
と
の
認
識
。

・
人
材
不
足
の
話
が
各
地
区
で
出
て
い
た
が
、

日
曜
日
を
必
ず
休
み
に
し
な
い
と
労
働
者
は
集

ま
ら
な
い
と
言
う
声
も
聞
く
。
今
後
、
さ
ら
に

働
き
方
改
革
は
徹
底
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

・
川
中
に
あ
る
事
業
体
が
山
を
と
り
ま
と
め
て

素
材
生
産
事
業
体
に
渡
す
と
い
っ
た
取
り
組
み

が
必
要
に
な
る
地
域
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
際
、
立
木
代
を
山
主
に
返
す
、
再
造

林
の
担
保
、
再
造
林
の
人
材
の
確
保
な
ど
を

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
い
。

・
外
材
を
国
産
材
で
代
替
す
る
こ
と
は
必
要
だ

が
、
全
て
の
部
材
を
代
替
す
る
の
で
は
な
く
、

戦
略
的
に
製
品
を
絞
っ
て
代
替
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・
Ｊ
Ｂ
Ｎ
や
全
建
総
連
か
ら
住
宅
価
格
に
転
嫁

で
き
な
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
関
係
者
間

の
価
格
や
量
の
情
報
共
有
が
出
来
て
い
な
い
と

こ
ろ
に
も
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
米
国

で
は
住
宅
価
格
が
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
上

が
り
、
賃
貸
価
格
も
上
が
っ
て
い
る
。
日
本
は

価
格
転
嫁
し
に
く
い
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
流

通
の
課
題
と
い
う
面
が
あ
る
。

・
川
上
に
つ
い
て
、
主
伐
後
の
再
造
林
が
課
題

だ
が
、
今
ま
で
の
施
業
が
正
し
い
と
す
る
考
え

で
は
、
再
造
林
は
増
え
て
い
か
な
い
。
下
刈
り

回
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
高
い
位
置
で
草
を
刈

の
代
替
が
進
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
優

良
材
に
つ
い
て
は
動
き
が
無
く
、
今
後
ど
の
よ

う
に
し
て
付
加
価
値
を
付
け
て
い
く
か
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

・
合
板
に
つ
い
て
は
各
メ
ー
カ
ー
が
フ
ル
稼

働
、
生
産
即
出
荷
し
て
お
り
、
在
庫
も
減
っ
て

き
て
い
る
。
今
年
度
の
出
荷
量
は
コ
ロ
ナ
前
と

比
較
し
て
も
同
等
か
ら
上
回
る
程
度
と
な
っ
て

お
り
、
在
庫
が
回
復
し
て
く
れ
ば
ひ
っ
迫
し
た

状
況
も
緩
和
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

・
集
成
材
の
生
産
量
は
２
０
２
１
年
上
半
期
に

対
前
年
比
１
０
０
％
を
切
っ
て
い
た
が
、
下
半

期
に
は
１
１
０
％
と
な
っ
て
い
る
。
年
計
で
は

構
造
用
集
成
材
は
対
前
年
比
１
０
４
％
と
な
っ

て
お
り
、
２
０
２
２
年
1
月
の
見
込
み
は
対
前

年
比
１
１
０
％
と
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

・
２
０
２
２
年
の
第
1
四
半
期
ラ
ミ
ナ
の
交
渉

結
果
は
、
２
０
２
１
年
の
ピ
ー
ク
と
比
べ
て
㎥

あ
た
り
１
０
０
ユ
ー
ロ
程
度
下
が
っ
て
い
る
。

中
国
の
コ
ン
テ
ナ
滞
留
も
解
消
し
て
き
た
が
、

港
か
ら
の
搬
送
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
順
調
に
は

入
っ
て
き
て
い
な
い
状
態
。
ひ
っ
迫
は
し
て
い

な
い
が
、
安
定
し
て
入
荷
で
き
て
お
ら
ず
今
後

も
注
視
が
必
要
。

・
素
材
生
産
は
地
域
差
も
あ
る
が
、
フ
ル
生
産

し
て
い
る
。
全
森
連
の
共
販
所
に
お
け
る
11
月

の
販
売
量
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
併
せ
て
8
万
㎥
を

超
え
る
出
荷
を
し
て
い
る
が
、
川
中
・
川
下
の

需
要
に
十
分
に
は
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。
製
品

価
格
は
高
水
準
で
、
森
林
所
有
者
の
出
材
意
欲

は
高
ま
っ
て
い
る
状
況
。

・
欧
州
材
は
入
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
価
格

が
高
い
た
め
国
産
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。
よ
り

広
い
部
材
に
国
産
材
を
利
用
促
進
す
る
に
は
Ｊ

Ａ
Ｓ
に
よ
り
品
質
が
分
か
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
重
要
。

る
こ
と
が
シ
カ
対
策
に
も
有
効
に
な
る
な
ど
、

発
想
の
転
換
が
無
い
と
循
環
林
業
の
確
立
は
難

し
い
。

中
央
及
び
各
地
区
の
協
議
会
の
議
事
の
詳
細

及
び
配
付
資
料
は
、
次
の
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
掲
載

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
m
okusan/ryutsu/kyougikai.htm
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■
九
州
地
区
需
給
情
報
連
絡
協

議
会令

和
4
年
1
月
24
日
、
第
3
回
九
州
地
区
需

給
情
報
連
絡
協
議
会
（
林
雅
文
会
長
）
が
ウ
ェ

ブ
会
議
で
開
催
さ
れ
た
。
座
長
は
遠
藤
日
雄
活

木
活
木
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
が
務
め
た
。

林
会
長
か
ら
「
木
材
を
使
っ
て
も
ら
い
山
側
へ

の
利
益
還
元
や
森
林
整
備
を
促
進
し
循
環
型
社

会
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
国
産
材
に
対
す
る
意
識
が

『
安
か
っ
た
か
ら
使
う
』
か
ら
『
必
要
な
一
定

量
は
国
産
材
を
使
う
』
に
変
化
し
て
き
た
。
国

産
材
の
需
要
拡
大
の
た
め
に
何
を
な
す
べ
き

か
、
積
極
的
な
ご
意
見
を
期
待
し
て
い
る
。」

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

住
宅
関
係
か
ら
は
「
住
宅
の
受
注
は
好
調
だ

が
、
合
板
、
給
湯
器
、
海
外
生
産
の
ト
イ
レ
関

連
の
部
品
等
が
不
足
し
、
引
き
渡
し
に
影
響
が

出
て
い
る
。」、「
建
材
等
が
更
に
値
上
が
り
し

見
積
も
り
が
持
っ
て
行
き
難
い
状
況
に
あ
る
。」

と
の
声
が
聞
か
れ
た
。
製
材
関
係
か
ら
は
「
国

産
材
の
増
産
を
行
う
に
も
機
械
設
備
の
納
期
に

長
い
期
間
が
必
要
。
人
手
不
足
も
あ
り
簡
単
に

増
産
は
で
き
な
い
状
況
。一
方
、需
要
も
合
板
・

住
設
関
係
が
制
約
に
な
っ
て
い
る
。」、「
フ
ル

稼
働
で
生
産
し
て
い
る
。
全
国
的
に
無
垢
製
品

の
販
売
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
集
成
材
製
品

の
み
引
き
合
い
が
強
い
状
況
。
米
材
は
現
地
の

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。
今
後
の
見
通
し
は
非

常
に
予
測
し
に
く
い
。」
と
の
意
見
。
合
板
関

係
か
ら
は
、「
合
板
だ
け
で
な
く
木
質
面
材
が

不
足
し
て
い
る
。
土
曜
日
も
工
場
を
稼
働
さ
せ

不
足
解
消
に
取
組
ん
で
い
る
。
本
州
の
合
板
工

場
で
は
原
木
調
達
に
苦
労
し
て
い
る
模
様
。
今

後
、
原
木
価
格
は
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。」

と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

流
通
関
係
と
森
林
組
合
か
ら
は
「
国
産
材
を

安
定
か
つ
循
環
的
に
利
用
す
る
体
制
を
構
築
し

て
い
く
た
め
に
は
、
川
上
・
川
中
・
川
下
が
継

続
的
に
再
生
産
と
利
用
を
行
え
る
価
格
帯
の
維

持
や
設
備
投
資
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。」、「
ス
ギ
の
価
格
は
ピ
ー
ク

時
よ
り
下
が
っ
た
が
今
年
に
入
っ
て
上
が
り
始

め
て
い
る
。
集
材
も
旺
盛
だ
が
伐
採
業
者
の
能

力
に
は
限
界
が
あ
る
。」、「
木
材
価
格
は
現
在

持
ち
直
し
て
横
ば
い
状
態
。」、「
原
木
供
給
過

多
に
な
る
と
価
格
に
影
響
す
る
」、「
再
造
林
と

下
刈
り
を
考
え
る
と
今
の
伐
採
量
が
限
界
。
再

造
林
の
人
手
や
能
力
を
改
善
し
な
い
と
生
産
量

は
伸
ば
す
こ
と
は
難
し
い
。」、「
山
の
生
産
を

回
復
さ
せ
る
よ
う
な
木
材
単
価
の
維
持
を
期

待
。
そ
の
た
め
に
は
住
宅
や
合
板
で
安
定
的
に

国
産
材
を
使
う
状
況
を
作
る
こ
と
が
必
要
。」

な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

■
国
土
交
通
省
令
和
4
年
度
予

算
の
概
要

国
土
交
通
省
は
令
和
4
年
度
予
算
の
概
要
を

公
表
し
た
。
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、
社

会
経
済
活
動
の
確
実
な
回
復
と
経
済
好
循
環
の

加
速
・
拡
大
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
方
創
り
と

分
散
型
の
国
づ
く
り
を
３
本
の
柱
と
し
、
国
費

総
額
の
一
般
会
計
は
５
兆
８
５
０
８
億
円
。



（第767号）　� 令和 4年 3月 1日（4）全　市　連　時　報

の
増
加
。
貸
家
は
32
万
1
千
戸
（
前
年
比
4
・

8
％
増
）
で
4
年
ぶ
り
の
増
加
と
な
っ
た
。
分

譲
住
宅
は
24
万
4
千
戸（
前
年
比
1
・
5
％
増
）

で
、
昨
年
の
減
少
か
ら
再
び
の
増
加
。
う
ち
マ

ン
シ
ョ
ン
は
10
万
1
千
戸
（
同
6
・
1
％
減
）

で
2
年
連
続
の
減
少
と
な
る
一
方
、
一
戸
建
住

宅
は
14
万
1
千
戸
（
同
7
・
9
％
増
）
で
昨
年

の
減
少
か
ら
再
び
の
増
加
と
な
っ
た
。
構
造
別

で
は
、木
造
は
50
万
2
千
戸（
同
7
・
0
％
増
）、

う
ち
在
来
軸
組
は
39
万
6
千
戸
（
同
8
・
3
％

増
）、2
×
4
は
9
万
6
千
戸（
同
3
・
2
％
増
）

と
な
っ
た
。
木
造
率
は
58
・
7
％
（
同
57
・

6
％
）
と
増
加
し
た
。

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
増
加
に
転
じ
た
も
の

の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
比
べ
る
と
ま
だ
少
な

い
が
、
木
造
率
は
以
前
と
比
べ
て
も
若
干
高
い

数
字
と
な
っ
た
。
分
譲
住
宅
で
は
、
一
戸
建
て

が
伸
び
た
の
に
対
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
が
減
少
し

て
お
り
、
大
都
市
部
で
も
、
首
都
圏
で
一
戸
建

住
宅
が
対
前
年
比
5
・
0
％
増
、
マ
ン
シ
ョ
ン

は
同
7
・
3
％
減
。
中
部
圏
で
一
戸
建
住
宅
が

同
12
・
5
％
増
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
同
9
・
2
％

減
。近
畿
圏
で
一
戸
建
住
宅
が
同
4
・
4
％
増
、

マ
ン
シ
ョ
ン
は
同
18
・
8
％
減
と
な
っ
た
。

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
に

つ
い
て

令
和
4
年
2
月
に
東
京
と
大
阪
で
予
定
し
て

い
た
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習
会
は
、
誠
に
残

念
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
状
況
に
鑑
み
昨
年
度
に
続
い
て
中
止
と

な
っ
た
。本
年
度
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
、森
林
・

林
業
、
木
材
、
建
築
な
ど
の
分
野
で
第
一
人
者

の
方
々
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
次
に
示
す
2

日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
予
定
し
て
い
た
。

（
1
）「
地
球
環
境
保
全
と
森
林
・
木
材
利
用
」

講
師
：
森
川　

靖
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

（
2
）「
森
林
と
人
と
の
関
わ
り　

日
本
の
林
業

と
そ
の
課
題
」

講
師
：
赤
堀
楠
雄
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

（
3
）「
木
造
建
築
・
木
造
住
宅
を
知
る　

木
造

建
築
・
木
造
住
宅
を
科
学
す
る
」

講
師
：
大
橋
好
光（
東
京
都
市
大
学
名
誉
教
授
）

（
4
）「
木
材
に
対
す
る
建
築
側
の
期
待
」

講
師
：
栗
田
紀
之
（A

/EW
ORKS

理
事
）

（
5
）「
木
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
べ
き
事
柄
」

講
師
：
岡
野　

健
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

（
5
）「
木
の
見
分
け
方
の
基
本
を
学
ぶ
（
ル
ー

ペ
に
よ
る
木
材
の
見
分
け
方
）」

講
師
：
杉
山
淳
司
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）

（
6
）「
世
界
の
木
材
需
給
の
動
向
と
日
本
の
木

材
需
給
の
見
通
し
」

講
師
：
遠
藤
日
雄
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活
木
活
木
森

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
）

当
講
習
会
は
日
本
建
築
士
会
連
合
会
の
Ｃ
Ｐ

Ｄ
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
講
習
会
に
参
加
し
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

試
験
に
合
格
さ
れ
た
方
は
、
延
べ
８
８
８
名
に

登
る
。
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
有
資
格
者
は
木

材
流
通
・
加
工
、
森
林
組
合
、
建
築
・
設
計
、

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
国
及
び
自
治
体
等

行
政
機
関
な
ど
幅
広
い
分
野
に
渡
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
木
材
の
良
さ
や
利
用
方
法
を
伝

え
、
木
材
の
需
要
拡
大
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
制
度
が
今
後
さ
ら
に
消
費
者
の
木
材
の
理

解
や
木
材
の
利
用
促
進
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
る
。
令
和
4
年
度
は
ぜ
ひ
講
習
会
を

開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
皆
様

の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

脱
炭
素
に
お
け
る
森
林
の
役
割
が

注
目
さ
れ
、
Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト
も
話

題
に
上
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｊ
―

ク

レ
ジ
ッ
ト
と
は
、
企
業
等
が
努
力
し

て
Ｃ
Ｏ
２
等
の
排
出
を
削
減
し
た
量

や
適
正
な
森
林
管
理
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収
量
を
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
し

て
国
が
認
証
す
る
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。
生
み

出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
削
減
量
や
吸
収
量
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
排
出
量
の
削
減
目
標
を
達

成
で
き
な
い
企
業
に
売
却
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
目
標
達
成
に
足
り
な
い
分
を
埋
め
合
わ
せ

る
こ
と
を
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
と
い
う
。
日

本
の
企
業
に
は
排
出
量
削
減
の
義
務
付
は
な
い

が
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
へ
の
流
れ
の
中
で
自
主
的
に

排
出
量
削
減
の
目
標
を
設
定
す
る
企
業
は
多

く
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
を
Ｐ
Ｒ

す
る
手
段
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
背
景
か
ら
森
林
由
来
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が

注
目
さ
れ
て
お
り
、
数
は
少
な
い
が
認
定
さ
れ

た
例
も
あ
る
。
◇
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
は
皆
伐

再
造
林
に
も
活
用
で
き
れ
ば
よ
い
が
課
題
も
多

い
だ
ろ
う
。
間
伐
で
あ
れ
ば
実
施
後
数
年
間
で

森
林
蓄
積
が
増
え
た
分
を
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
量
と

し
て
と
ら
え
や
す
い
が
、
再
造
林
の
場
合
は
Ｃ

Ｏ
２
の
吸
収
量
が
大
き
く
増
え
る
の
は
長
い
年

月
を
経
た
後
に
な
っ
て
し
ま
う
。
皆
伐
も
含
め

る
な
ら
、
木
材
は
伐
採
後
何
十
年
も
住
宅
や
家

具
と
し
て
炭
素
を
固
定
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
木
造
建
築
が
鉄
筋
の
建

物
よ
り
も
材
料
の
製
造
段
階
か
ら
ト
ー
タ
ル
で

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
少
な
い
こ
と
も
考
慮
し
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
木
造
建
築
が
高
く
評
価

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
脱
炭
素
に
向
け
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
仕
組
み
が
再
造
林
と
木
材
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

雑 記 帳

住
宅
局
関
係
予
算
は
、
令
和
4
年
度
当
初
予

算
が
１
７
９
８
億
円
（
対
前
年
度
比
１
０

０
％
）。
重
点
施
策
は
、
①
住
ま
い
・
く
ら
し

の
安
全
確
保 

②
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現 

③
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
多
様
な
住
ま
い
の
確
保 

④
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と
流
通
市
場
の

形
成 

⑤
住
宅
・
建
築
分
野
の
Ｄ
Ｘ
・
生
産
性

向
上
の
推
進
。
新
た
な
重
点
施
策
で
あ
る 

②

の
「
住
宅
・
建
築
物
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

総
合
推
進
事
業
」
は
、
当
初
予
算
２
０
０
億
円

で
、
◇
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
整
備
推
進
事
業
（
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
を
マ
イ
ナ
ス
に
す
る
住
宅
の
整
備
を

支
援
（
新
規
）） 

◇
優
良
木
造
建
築
物
等
整
備

推
進
事
業
（
炭
素
貯
蔵
が
期
待
で
き
る
木
造
の

中
高
層
住
宅
・
非
住
宅
建
築
物
に
つ
い
て
優
良

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
支
援
（
新
規
）） 

◇
木
造
住
宅
・
都
市
木
造
建
築
物
に
お
け
る
生

産
体
制
整
備
事
業
（
民
間
団
体
等
が
行
う
大
工

技
能
者
等
の
確
保
・
育
成
の
取
組
や
都
市
木
造

建
築
物
を
担
う
設
計
者
の
育
成
・
サ
ポ
ー
ト
等

の
取
組
を
支
援
（
継
続
））
等
を
含
む
。
こ
の

他
令
和
3
年
度
補
正
予
算
で
、
こ
ど
も
未
来
住

宅
支
援
事
業
（
５
４
２
億
円
）、
地
域
型
住
宅

グ
リ
ー
ン
化
事
業
（
30
億
円
）
等
を
実
施
。

■
令
和
3
年
の
新
設
住
宅
着
工

は
5
年
ぶ
り
の
増
加

国
土
交
通
省
は
２
０
２
１
年
の
建
築
着
工
統

計
を
公
表
し
た
。
同
年
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
85
万
6
千
戸
（
前
年
比
5
・
0
％
増
）
と
、

5
年
ぶ
り
の
増
加
と
な
っ
た
。
新
設
住
宅
着
工

床
面
積
も
7
、０
６
７
万
㎡
（
前
年
比
6
・

3
％
増
）
で
5
年
ぶ
り
の
増
加
と
な
っ
た
。
利

用
関
係
別
で
は
、
持
家
が
28
万
6
千
戸
（
前
年

比
9
・
4
％
増
）
と
、
昨
年
の
減
少
か
ら
再
び


